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問題意識

目的

本稿の構成

人口減少による基幹産業の衰退を防ぐために、観光客を誘致
しなければならない。

新しい観光形態
の立案

完全キャッシュレス
アイランドの
社会実験

持続可能な観光
政策のモデル化

観光客の誘致と楽し
みを増加させるため
の次の一手の模索

現金決済の
ストレス

ハコモノ政策に
よる現場の摩耗

沖永良部の
観光課題

各課題へのアプ
ローチ

静脈認証装置によるキャッシュレス決済の導入課題の
解決手段

本
稿
の
流
れ

結論

まとめ

これまでにない
付加価値の提供

観光ストレスの最小化
低コストかつ

理想的実験環境の提供
従来の観光地に負荷のか
かる観光政策からの脱却

沖永良部が示す
課題の解消策

地元体験型観光の提案を通して沖永良部の観光課題を解消すると
共に日本・鹿児島の観光課題脱却に貢献する



問題意識：沖永良部の現状

おきのえらぶ島は「農業の島」でもあります。（中略）2040年には、島の人口は12.966人から10.406人にまで減少すると推計さ
れています。（中略）定住人口一人当たりが一年間に消費する金額は124万円。仮に推計通り2040年に島内人口が2.590人減少し
たとすると、島内で消費・流通するはずだったお金が約32億円も失われることになります。当然ながら、商業やサービス業の衰退を
招き、さらには福祉や医療、公共サービスといった社会のインフラにすら深刻な打撃を与えます。（平成28年度おきのえらぶ島観光ＤＭ
Ｏ化事業報告書29ページより抜粋。赤字は筆者が着色。）

経済活性化するためには観光業に力を入れることが重要。

地域経済循環率の悪化
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沖永良部の観光課題

“沖永良部は日本にとってのすでに起こった未来”

交通機関化が不明瞭であり、歩いて
移動している。

本土と同じ支払プロセスができない

突然と現場の戦力として駆り出され
る。

課

題

観光客1日消費額＝島民2週間分消費額

1年間＝365日＝52週なので52週/2＝26
つまり観光客26人で島民1人分の年間消費額をまかな
える。

2040年時点で失われる島民は２５９０人なので

２６*２５９０＝67,340人

観光客6万人増加が必要である
（H27年度客数7097人）

経済維持のために観
光客を現在の約9倍に
する必要がある。

①次の1手の模索

沖永良部島 飲食店数
食べログ：44軒
支払カード可：1軒

郵便局：９店舗
JA：２店舗
鹿児島銀行：１店舗
奄美信用金庫：３店舗本土と同じ支払フローができない
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宿泊サービスにおける事業所数と従

業者数（人）

事業所数 従業者数（事業所単位）
単発的な観光投資に留まり、
マネジメント化されていない。

❖H24年10月18日に奄美大島エコ
ツーリズム推進協議会設置
❖新造船フェリー波之上就航
❖西郷隆盛沖永良部遠島150周
年記念

沖永良部島沖永良部島

③ハコモノ政策による
現場の摩耗

・低いキャッシュレ
ス決済率

・外国人向けの支払
い手段の未整備

・完全キャッシュレ
ス化への抵抗

政策立案後、
国から予算を得て
プロジェクトを観光地
に足し算することで発
生する構造的問題

観光立国の実現が叫ばれ
て久しいが現状として
大型複合リゾート

から
エコーツーリズム
以降の次の一手が
未だ打てずにいる。

日本日本

②現金決済のストレス



課題の解決手段：
島の取り組み（キャッシュレスアイランド化の推進）

☑ バスイベントで静脈認証による手のひら決済の実験が行われた
☑ バス全線、タクシー、自販機、小売店舗、飲食店決済への導入の準備が進められてい
る。
☑ 公共交通機関への導入は世界初

①生体認証装置で「手のひら（静脈）」
を登録（所用時間3分未満）

②その場で登録した「手のひら」に電
子マネーをチャージ

③バスや店舗等で「手のひら」をかざして
決済。

観光客 金融機関
（鹿児島銀行）

バス会社、小売店

決算代行会社
（子会社）

ポイント
売上
データ

売上金

商品

現金

ポイント

キャッシュレスアイランドモデル

九州経済研究所
ＱＵＡＩＬ（株）
の共同プロジェクト

観光客の
クレジット
カード

グーグルpay
スイカ、等

観光客：
⇒手ぶらで旅行ができるようになる
バス会社・小売店：
⇒現金の取り扱いコスト減少、利用データから顧客の傾向を店ごとで分析
鹿児島銀行：
⇒店・顧客データの入手により新たな市場の開拓、分析が可能に。

各ステークホルダーのメリット

提携

・ 最終的にはクレジットカードと紐付けし、完全キャッシュレスの島を目指す
・ 地域一帯で完全キャッシュレス化の事例は未だ国内に存在せず

空港（港）到着後から実際の決済までの流れ



課題①「次の一手」へのアプローチ：
｢地元体験型観光｣の立案

観光地全域をキャッシュレス化してストレスから解放されるシステムを作る
⇒地形や風土を活かしたエコツーリズム＋複合リゾートを意識した移動・決済スト
レスの最小化により、屋外にいるにも関わらず、まるで複合リゾートにいるかのよ
うな快適さを味わってもらう。

沖永良部での地元体験型観光の一日の流れ（耐水ケースに日本円を入れて持ち歩く必要がない）

島に到着後、空港
（港）でアカウン
ト作成。ホテルに
荷物も財布も全て
預け、着替えだけ
を持って即出発。

タクシーでワンジョ
ビーチに向かう。手
ぶらのまま海を満
喫。疲れたら浜へ上
がり、そのまま海の
家で軽食をとる

散策中見つけた
海の見える定食
屋でランチ

劇団主催のLARPに
参加。

バスで島を巡る。
途中ソテツジャン
グルで記念撮影

ホテルまでの道中
で見つけた居酒屋
で島料理を楽し

む。

観光協会ＨＰから抜
粋

手ぶら観光で今までなかった「地元民にしかできない楽しみ方」を体験してもらう

☑ 観光ストレスの極小化
☑ これまでにない楽しみの提供



課題②「決済ストレスからの解放」へのアプローチ：
完全キャッシュレスアイランドの社会実験

☑ 低コストで実現可能（静脈読み取り機は1基当たり2万5千円）
☑ 理想的な実験環境

沖永良部の出入り口である港、空港の計４カ所さえ認証装置を網羅すれば、全観光客に対応できる。
（1か所当たり約7万円の投資）
バス路線も島内で完結しているため、精度の高いデータを低コストで得ることが出来る。
くわえて事業所も比較的数が少ないうえ従業員もほぼ島内の人間ということから、この島は完全
キャッシュレス化の実験に好条件だと言える。

和泊港

伊延港
沖永良部空港

知名港

知名、和泊合計で６３９件 昼間、夜間人口
ほぼ変わらず

空港・港

バス路線

Googlemapより



☑ 従来の観光地に負荷のかかる観光政策からの脱却

成功

残った土地、箱物
が財政を圧迫

｢成功事例｣として
モデル事業化

｢モデル事業を回す｣とい
う事業に注力。講演会や
視察にリソースが割かれ
ることによる本業の低

迷。

観光地の負荷（ヒト、土地、産業の消耗）

本業の赤字化
補助金への依存

失敗

観光プロジェクト開始
ヒト・モノ・カネの投入

従来型観光政策がもたらす観光地の負荷リスク

｢観光地化
するために
何か作ろ
う｣という
発想から脱
却する。

※ここでの成功は翌年以降予算が付くという意味

LARP・・・Live Action Role Playingの略。観光客＝プレイヤーは島を
巡って謎解きやイベントをこなし、ゲームのクリアを目指す

（例）劇団がじゅまる様のＬＡＲＰ
・島の団員と共にストーリーを進めながらバスで島を巡る
・島の地理、歴史にちなんだ脚本構成で、島にゆかりがない
人でも島を楽しむための必要な予備知識を自然と身につける
ことができる

課題③「現場の摩耗を防ぐ」へのアプローチ：
持続可能な観光政策のモデル化

施策の初期投資は最小限に留める。既存の設備・施設で認証装
置から得た顧客情報を活かすシステムを構築する。



まとめ：本提案を通じて実現したい願い

マリンレジャーの楽園的存在に
なって欲しい
マリンレジャーの楽園的存在に
なって欲しい

静脈認証決済比率を上昇させて
日本人全員に完全キャッシュレ
ス（財布すら持ち歩かない世
界）の便利さを知ってほしい

生体認証・ＡＩの世界で世界のトッ
プランナーとして活躍する日本
生体認証・ＡＩの世界で世界のトッ
プランナーとして活躍する日本

自然の豊かな観光地に過剰な設
備投資をすることもない自足可
能な観光政策のパイオニアに
なって欲しい

自然の豊かな観光地に過剰な設
備投資をすることもない自足可
能な観光政策のパイオニアに
なって欲しい

観光立国として訪日外国人に日
本/鹿児島で満足な観光をしてほ
しい

沖永良部島の取り組みがこれらの第一歩となる将来沖永良部島の取り組みがこれらの第一歩となる将来

地方の離れにある離島で豊かな暮ら
しができるようになってほしい

地元体験型観光

従来の観光政策
からの脱却

完全キャッシュレ
ス化



結論

10

現在の
沖永良部
鹿児島
日本

我々の願いを
実現した
沖永良部
鹿児島
日本我々の提案

沖永良部島が既には
じめている取り組み

沖永良部島が変わる

我々の提案

鹿児島・日本全体が変わる

バス事業への生体認証
の導入・観光業促進を
盛り込んだ総合振興計
画の策定および実行

バス事業だけでなくす
べての決済手段を生体
認証へ・地元体験型観
光をウリにしたプロ
モーションによる観光
資源活用

沖永良部島の成功体験
を国が先導して他の自
治体・観光地に還元す
る。この成功体験は、
日本発の新しいエコ
ツーリズムの形として
観光立国の実現に向け
て貢献することが期待
される。

本政策はHow-toでもなければ魔法の杖でもない。この提案はあくまで地元体験型観光が｢できるよ
うになる｣だけで、これで今までの考えや行動を直接変えられるわけではなく、ましてや劇的に観
光客が増えるようなものではない。沖永良部が発展するためには、県内外の沖永良部に関わる方々
やこれからのお客様から頂ける「産業構造を変えるほどの熱量」が必要である。
日本の未来の姿の投影として沖永良部島の問題を捉え、沖永良部、そして日本・鹿児島が活路を見
出すきっかけとすることが私たちの伝えたい本当のメッセージである。



ご静聴ありがとうございました


